
    

 

 伊勢湾台風から学んだことは・・・ 

  瞬時にして多くの人命や家屋を奪ってしまう風水害の恐ろしさ、災害に対する備えの必要性、

隣近所の人との助け合いの重要性や、ボランティア精神の尊さ、さらには、混乱に乗じて発生

する盗難などに対する治安対策の必要性について、学ぶことができました。 

  伊勢湾台風では、想定される被害状況に対し十分な時間をとり、最大級の警戒を呼び掛けて

いたにもかかわらず、甚大な被害が発生してしまい、警報や情報が十分に活用できていません

でした。市町村の防災担当者が、警報の発表を受けてどのような対応をするのか理解が不十分

であったり、警報の内容を理解できていないという初歩的要因もありました。また、大きな災

害を受けた経験がないとの安心感から、危機意識まで至らなかったのではないかと推測されま

す。今後、各種警報の有効活用を進めるために、市町村の防災担当者のみならず、住民に対す

る気象知識、災害知識の普及・啓発の必要性を学びました。 

 

 

 後世に伝えるべきことは・・・ 

  被災から半世紀が経過し、被災者の方々が高齢化する一方、伊勢湾台風を知らない世代が時

代の主役となる現在、学んだことを風化させることなく、次世代に伝えていくことが我々の責

務であります。そこで、伊勢湾台風により、半田市でも現在の半田東区、瑞穂区を中心に多く

の人的被害や家屋被害等があったという事実を伝える中で、教訓として学んだ「暴風と高潮は

一瞬にして海岸地帯に大災害を生んだという風水害の恐ろしさ」「市民同士の助け合いの必要

性」「全国各地からの温かい支援」などを、次世代に伝えていきたいと考えています。 


